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全国看護学生の皆様へ 

 日本カトリック看護協会会長 清水 裕子 
国際カトリック看護・医療社会従事者協会(CICIAMS)アジア地域会長 

 

 このたび、日本のカトリック看護教育機関で学んでおられる看護学生の皆様に、日本カト

リック看護協会（JCNA）からニュースレターを発行することになりました。 

 JCNA(http://jcna.info/about.html)は、1957 年 5 月 3 日に創立しました。その前身は北

海道看護婦会や東京の日本カトリック看護婦会です。1958 年には国際カトリック看護協会に加入しました。こ

の国際団体は、現在、バチカン政府の「いのち・信徒・家庭省」に本部をおき、直接、世界のカトリック看護

師に向かって、バチカンからのメッセージが発せられています。どうぞ、JCNA HP の国際面をご覧下さい。 

 日本では、明治維新前後に陸軍内における男性の看護活動が知られていますが、一方、明治期の貧困救済や

ハンセン氏病看護などのために、ヨーロッパからカトリック修道会が招かれて、その看護教育も行われまし

た。その精神は、JCNA に引き継がれています。現在は、大学の男女共学化がすすみ、女子修道会の看護教育

機関は少なくなりましたが、CICIAMS(シシアムス)を通して、JCNA は世界のカトリック看護師と連携してい

ます。 

 今年の 4 月 3-4 日にローマで CICIAMS 理事会が開催され、5-6 日は保健医療従事者のジュビリー（巡礼）

でした。4 つのバジリカ(大聖堂)を訪問し、その一つ、前の使徒座サン・ジョバンニ・イン・ラテラノ大聖堂も

訪問しました。道路を挟んで向かい側にスカラ・サンタ（聖なる階段）があり(コンスタンティヌス帝母ヘレナ

により、イスラエルにあったピラトの宮殿内からローマに移築された、と伝えられている)、ケニアからの理事

の一人が『ステップス』といってとても有名だと巡礼を勧められ、チャレンジすることにしました。それが無

謀と知ったのは後の祭りでした。 

階段は 28 段あり、一段の奥行き 30cm 程度で歩いて登ることはできず、跪いて一段毎に 10 分程度の祈りを

捧げながら最上段の十字架のキリストの足下まで登ります。それはキリストの受難の苦しみを共にするという

意味があるそうです。受難を追体験する四旬節だったので混んでおり、入るために 30 分待ち、さらに登るのに

30 分以上かかりました。階段は木製で、多くの巡礼者の膝で磨り減って波打っていたため、只、膝が痛いだけ

ではなく、真面に跪くことも難しいほどの階段でした。幼い子供も含め、人がギッシリと詰まっていたので先

にも後にも動くことができず、流されて登りました。無心に上る人々は只、最上段のキリストを見いだしなが

らの巡礼でした。 

 このニュースレターを通して、皆様とともに世界のカトリック看護師と繋がることができれば幸いです。 

***************************** 

JCNA 本部顧問司祭から学生さんへ 

神言会司祭 パウロ暮林 響 

「わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。人がわたしにつながっており、わたしもその人につ

ながっていれば、その人は豊かに実を結ぶ」（ヨハネによる福音 15 章 5 節） 

 神様が私たちに命への呼びかけをする段階というのは、いくつかあります。一番大きく決定的なものは

誕生です。記憶に残らない日々から今もこれからも、人生は神秘です。 

 洗礼への呼びかけも格別です。洗礼は親の思惑も自分の打算も超えた、皆さんを大きな愛のうちに導こ

うというイエス様の祈りで刻まれています。この洗礼の恵みは、充電式バッテリーに似ていて放置してい

ると枯渇するので、恵みに満ちた人であるために、日々の信仰生活の中でもこまめに色々な呼びかけがあ

ります。 

 看護師という専門職も、きっかけは様々でしょうが、神様からの呼びかけによるものです。そして、カ

トリックの信仰に基づく看護には特別な使命があり、その使命を分かち合うことは、大きな力と喜びにな

ります。 

 カトリック看護協会は、今日も恵みに満ちた歩みを続けます。皆さんも一緒に歩みましょう。 
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 左の記事は、2024年 8月

24日ー25日に札幌市の天使

大学と北十一条教会を会場に

開催された第 62回全国大会

のものです。写真は開会ミサ

後の写真です。その様子を

2024年 11月 4日に CICIAMS

本部から発行されたニュース

レターに掲載した記事の一部

分です。 

CICIAMSの HP(ciciams.org) 

を通して、世界中の読者に提

供されました。どうぞ webを

一度ご訪問ください。 
(左の英文紹介記事：日本カトリ

ック看護協会（JCNA）は、8月 24

日と 25 日の両日、札幌支部（佐

藤祥子支部長）の主導のもと、第

62 回全国大会を札幌で開催しまし

た。来賓を含め 83 名が参加し、

「いのちへの思いやり ― カトリ

ック看護の使命」をテーマとし

て、看護師の務めについて考察し

ました。) 

 

JCNA の国内活動 JCNA ニュースレター第 40 号から 
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世界のカトリック看護師達 
 

 

 

◆CICIAMS 第 7 回アフリカ会議 
 2024年 8月 7～9 日のアフリカ地域会議に参加した清水会長は「Synodality for Japanese Catholic Nurses」、ケネ

ス・G・スレイマン神父が、「Life and Work Balance(WLB)with Faith in God-Our wheel of life」を発表した。 

          
図 1 会場は左手建屋 1 階とブレイクの中庭 図 2 会場の学校の門には銃を持つ兵士が待機   図 3 ナイロビ司教座聖堂    

       
図 4 ナイロビ大司教と日本からの参加者   図 5 ボスコボーイズ                図 6 ダンスになる聖歌を歌う聖歌隊 

               
図 7 ミサ後に祝福を受ける新役員達    図 8 ダンスで司祭団を先導する少女達      図 9 札幌支部からｱﾌﾘｶ地区長へ寄附 

   
図 10 殆どの路側の店はテント 図 11 青空テントで靴の販売   図 12 閉会式で国際会長と新役員紹介  図 13 芋の食事 

 

 アフリカ南部地域のカトリック看護師の平均給与は、36,000円程度とのことです。内戦などの影響を受け、

未だに安全が保障されていない地域もあります。アフリカの少女達の問題は、12歳になると父親から学業を中

断されて、結婚することを求められるそうです。カトリック看護教育に関わる方々は、貧困のために学業を中

断せざるを得ない少女達のために働いています。また、早期の結婚により、感染症などの影響を受けて、人生

を早く終わらせてしまうことも多いそうです。 

 またボスコボーイズの少年達は、ストリートチルドレンや麻薬経験のある少年達だそうですが、彼らは私た

ちをマーチ演奏で歓迎してくれました。彼らに「あなたの夢は何？」と聞くと、日本に行って僕たちのマーチ

を聴いてもらうことだと話していました。日本はアフリカでとても好意を抱かれている国のようです。 

 上記、図 11写真でアフリカ地域会長に渡された寄付金はアフリカの少女達に生理用品で渡されました。☟ 
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(以下記事の和訳)CICIAMS アフリカ地域は、日本カトリック看護協会（JCNA）から寄付を受け取りました。この寄付は、2024 年にナイロビで
開催された第 7 回アフリカ会議において、ケネス・G・スレイマン神父によって届けられました。寄付の 80%は北海道手稲教会から、残りの 20%
は JCNA 札幌支部から寄付されました。寄付金は、参加した CICIAMS アフリカ地域カトリック看護協会に分配され、CNAK は 100 ドルを受け
取りました。この金額は、ナイロビ、キシイ、キトゥイ、メル、エルドレット、キタレ、ニエリ、ナクルを含むケニアの各支部に分配されました。
本部が上乗せし、各支部には 2000 ケニアシリングが支給されました。この取り組みには、少女がいる学校やセンターの特定、月経衛生、個人衛
生、月経周期などに関する講演会の準備などが含まれていました。ケニア国内のほとんどの学校は男女混合です。 （男子と女子）両グループ向
けの講演会を開催しました。集まった金額は合計 44,290ksh、342 ドル（寄付 100 ドルを含む）。女子からの寄付は合計 500 ドルでした。 
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これからの予定 
 

 

 

◆CICIAMS世界大会が来年開催 

 

 2026 年 11月 11-13日にタイ国バンコク市にて、

CICIAMS 第 22回世界大会が開催されます。 

 世界のカトリック看護師達が集い、大会が開催されま

す。 

テーマ：人間の尊厳と平和：地球規模の変革の時 

 サブテーマ 

1. 医療神学の適用におけるカトリック看護師の視点 

2. 受胎から尊厳ある死に至るまで、カトリック看護師

が人間的価値を推進できるよう支援する 

3. 多様性の中の統一:多文化世界におけるカトリック

看護師であること 

です。 

参加を希望される方がありましたら、同行可能な先生

と共に JCNA本部までご相談ください。 

 

 

◆第 63回全国大会がまもなく開催 

◆バングラデシュ セント・メリー看護学校支援 

 CICIAMSアジア地区長である清水会長は、ケン・ス

レイマン神父と共に 2025年 6月にバングラデシュの

年次総会で教育セミナーを行いました。 

 
  ☝St. Mary Nursing Institute の先生と寮生達 

 この看護学校は創立して 5年目ですが、貧困に直面

しています。JCNAは日本からの支援や学生交流を促進

を支援しています。 

 

◆近々、スピリチュアルケア研究会発足 
 カトリック看護の特徴を学びたい方のために、オン

ラインで研修会が開催される予定です。 

JCNA全国大会にご参加を希望される方は先生を通して本部までご連絡ください。 

発行日    2025 年 8 月 1 日            

発行責任者  清水 裕子 

編集     日本カトリック看護協会本部役員会 

本部事務局  jcna_secretariat @googlegroups.com 

編集後記 
 
今回学生さん向けに初めて情報を発信しました。いかがでし
ょうか。看護学生は、本会の準会員になることができます。
カトリック看護を深めたい方は JCNA 本部事務局までお問い
合わせください。 


